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ナ
カ

レ
。

格
物
ハ

脩
身
・

正

心
・

誠
意
・

致
知
ノ

功
ヲ

包
括
セ

リ
。

」

（

大

学

解、

全
二

、

三
四
頁）

と

述
べ
、

工

夫
に

八

條
の

等
級
が
あ
る
と

は

認

め

ず、
一

時
一

事
の

工

夫
の

中
に

他
の

七

事
が

包
ま
れ
る
と

し
て
「

八

條

總
括
ノ

工

程
唯
格
物
ナ

ル

コ

ト
」

（

大
学
解、

全
二
、

三

六

頁
）

を
説

く
。

更
に

「

八
目
ノ

工
程
誠
意
ヲ

主
ト
ス

。

而
シ

テ

意
ヲ

誠
ニ

ス

ル

工

程、

即

チ

致
知
格
物
也
」

（
大
学
考

、

全
二

、

＝
二

頁）
、

「

意
ハ

萬
欲
百
悪
ノ

淵

源
ナ

リ
。

…
凡
心
ノ

起
發
有
善
有
悪
ハ

本
心
之

裏
面
二

意
ノ

伏
藏
ア

ル

故

也
。

然
レ

バ

則
ハ

チ
悪
念
ハ

意
ノ

伏
蔵
ヨ

リ

起
發
シ

テ

本
心
ノ

發
見
ニ

ア

ラ

ズ
。

」

（
大
学
考

、

全
二
、

一

四
・

五

頁）

と
言
っ

て、

意
が

万
欲
百
悪

の

淵
源
で
、

悪
念
は

本
心
の

裏
面
に

伏

蔵
し
て

い

る

意
か
ら

起
発
す
る

と

し
て

い

る
。

　
こ

の

「

意
」

を

「

誠
」

に

す
る

た
め

に

は
ど

う
し
た

ら
よ
い

の

か
。

「

格
物
致

知
ハ

誠
意
ノ

眼
目
」

（
大
学
考

、

全
二
、

】

六

頁
）

「

格
致
ノ

外

二

更
二

誠
意
ノ

工

夫
ナ
シ
」

（
大

学
解、

全
二
、

四

二

頁）

と

言
っ

て
、

「

格
物
」

の

「

物
」

を
「

五

事
」

と
し

、

「

致
知
」

を
「

良
知
に

致
る
」

と

解
し
て

、

「

貌

言
視
聽
思
の

五

事
」

を
正

す
こ

と

に

よ

り
吾
が
「

本
體
の

良
知
」

を

顕

現
さ

せ

れ
ば
、

「

意
」

は

「

誠
」

に
な

り、

そ
れ
は

「

明
明

徳
」

の

状
態
だ

と
い

う
の

で

あ
る

。

蕃
山
は

「

物
」

を
「

コ

ト
」

と

読
ま

せ
、

「

意
を
誠
に

せ

ん

と

欲
す
る

者
は

其
知
の

本
然
の

明
を

み
が

き
出
さ

ん

と

す
。

天
下
の

物
事、

五

倫
よ

り
尊
き
は
な

く、

五

事
よ

り
要
な
る

は

な
し

」

、

「

五
事
に

お
ゐ

て

非
心
を

格
し

非
禮
を
戒
む
る

を
格
物
と

云
り

。

」

と

述
べ
、

五

事
を
正

す
の

で

は

な
く
五

事
に

お

い

て

非
心
を
正
せ

と

す

る
。

「

心

事
元
是
一

也
」

（

岡
田
氏
本
年
譜
三

十
七
歳）

以
前
の

「

支
離
ノ

病
ヲ

免
レ

」

ざ
る
状
態
で

は

な
い

か
。

蕃
山
は

「

意
は
不
常
往
来
の

念
な

り
。

無
事
の

時
は
間
慮
と

な
り、

有
事
の

時
は

雜
慮
と

な
る

。

」

と

考
え

、

本
心
の

裏
面
に

意
が
伏
藏
す
る
と

は

し
な
い

。

　
周

知
の

如
く

藤
樹
の

孝
経
テ

キ

ス

ト
は

「

今
文
孝

経
」

「

古
文
孝
経
」

等
に

も
従
わ

ず、

全
篇
を
今
文
の

十
八

章、

古
文
の

二

十
二

章
の

章
次
を

捨
て、

四
つ

の

問
答
体
に

し
た
独
自
の

テ

キ
ス

ト
で

あ
る

。

蕃
山
の

「

孝

経
小

解
」

は

藤
樹
の

「

孝
経

啓
蒙
」

の

本

文
を

採
用

し
て

い

る
こ

と

か

ら
、

基

本
は
師

説
に

よ

っ

て

い

る

事
が
わ
か

る
。

「

孝
無
終

始
」

の

解
を

蕃
山
は
、

「

愛
敬
の

心
滅
び
た

る

義
也

。

」

と

し
て

い

る
。

「

孝
在
混
沌
之

中
。

而
其
生
無
始

。

…

無
時
非
孝
也

。

…

生
生
無
終、

…
」

（

孝
経
啓
蒙、

全
一
、

二

七
一

頁）

と

説
く
藤
樹
と

は

相
容
れ
な
い

。

だ
が

蕃
山
は

「

孝

は
太
虚
の

神
道
」

（

孝
経
小
解、

全
三
、

三

頁
）

と

解
し、

「

身
」

も
「

立

身
は

全

人
と

成
也

。

全

人
と
は

道

器

合
一

の

身
也

。

」

（

孝
経
小

解、

全

三
、

四

頁）

と

し
て
、

「

孝

論
・

身
体
論
」

共
に
大

略
師
説
を

継
承
し
て

い

る
と
思
わ
れ
る

。

山
崎

闇
斎
と

『

日
本
書
紀
』

神
代
巻

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
孫
　
　
傳
玲

　
明

暦
三

2
六
六
七）

年
の

正

月
七
日

に、

山
崎

闇
斎
は

藤
森
神
社
を

参
拝
し
た

。

藤

森
神
社
は、

京
都
の

南

部
に

あ
り、

『

日
本

書
紀
』

の

編

纂
者
で

あ
る

舎
人
親
王
を
ま
つ

る

神
社
で

あ
る

。

彼
は
舎

人
親
王
の

博
識

及
び

『

日

本
書
紀』

編

纂
の

態
度
を

称
え
て

、

「

親
王

強
識
出
レ

群
倫

、

端

拝
廟
前
感
慨
頻、

渺
遠

難
レ

知
神
代
巻、

心
誠
求
去
豈
無
レ

因
」

（
『

垂

加
文

集
』

（

『

闇
斎
全

集』

第
一

巻
、

一

三

頁）

と
い

う
漢

詩
を

作
っ

た
。

渺
遠

と
し
て

知
り
難
き

神
代
巻
で

あ
る

が
、

心
を
誠
に

し
て

求
め

去
ら
ば

、

そ

の

深
意
を

知
る

こ

と
が
で

き
る

だ
ろ

う
、

と
彼
は

考
え
て

お

り
、

こ

こ

に

は

神
代
巻
を
理

解
し
よ

う
と

す
る

彼
の

切
実
な
る

心

持
ち
が

窺
え
る

。
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神
代
巻
に

は
日

本
の

神
道
が
示
さ
れ

て

い

る
。

仏
教
な

ど

の

異
端
が
移

入

す
る

に

つ

れ
て

、

日
本
に
あ
る

も
と
の

道
（

真
の

神
道）

が
だ
ん
だ
ん

埋

も
れ
て

い

っ

た
。

そ
の

道
を

再
現
す
る

に

は
、

『

神

代
巻
』

を

理
解
す

る

こ

と
を
通
し
て

で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、

と

闇
斎
は

考
え
て

い

た
。

従

っ

て
、

彼
は

神
代
巻
の

研

鑽
に

着
手
し

て
、

そ
の

真
意
の

理
解
に

取
り
組

ん

だ
の

で

あ
る

。

　

闇

斎
の

神

代

巻
研

究
は

、

主

に

三

つ

の

方
面、

即
ち
（
一
）

訓

点
・

附

注、
（

二
）

講
義
筆
記、
（
三
）
注
釈
書
か

ら

考
察
で

き
る

。

こ

れ

に
関
し
て

は
、

既
に

近

藤
啓
吾
や
平
重
道、

谷
省
吾

、

田
尻
祐
一

郎、

な
ど
の

研
究

者
に

よ
っ

て

詳
し

く
論
じ
ら
れ
て

い

る
。

特
に

西

岡
和
彦
氏
が

「

垂
加
派

の

日
本
紀

研
究
」

（
『

国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』

第
六
四

巻
三

号、

一

九
九
九

年
三

月）

と
い

う
論
文
で
、

闇
斎
の

神
代
紀
解
釈
の

方
法
論
や

実
践
を
明

ら
か

に

し
て

い

る
。

本
発

表
で

は
、

こ

れ

ま
で

の

先
行
研
究
を

整
理
し
な

が
ら

、

右

記
の

三

つ

の

面
か
ら
闇
斎
の

神
代
巻
研

究
の

具
体
的
な
実
践
作

業
を

考
察
し
て

み

た
い

。

　
ま

ず
、

（

一
）

訓
点
・

附
注
に
つ

い

て

で

あ
る

が
、

跡
部
良
顕
の

『

垂
加

翁

神
説
』

（
神
道

大
系
論

説
編
十
二

『

垂
加
神

道
　
上
』

に

所
収
）

に

よ

れ
ば

、

闇

斎
は

神
代
巻
を

訓
点
し

て

刊
行
し
た
と
い

う
。

闇
斎
の

訓
点
は

「

嘉

点
」

と．
言

い
、

有
名
な
「
道
春
点
」

と

並
ん

で
、

訓

読
史
上
の
】

画

期
を
な
す
も
の

で

あ
っ

た
。

神
代
巻
を

訓
点
し
て

新
し
く

刊
行
し
よ

う
と

思
っ

た
の

は
、

恐
ら

く
彼
が
当
時
流
布
し

て

い

た

版
本
に

満
足

し
な
か

っ

た
か

ら
で

あ
ろ

う
。

そ
し
て、

独
自
の

訓
点
を
施

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

自

分
な

り
の

神
代
巻
理
解
を

示
そ
う
と

し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

次
に、

『

神
代
巻
講

義
』

は
、

闇
斎
の

神
代
巻
に

関
す
る
講

義
内
容
を、

浅

見
絅
斎
が

筆
録
し
た

も
の

で

あ
る

。

現
在

『

神

代
巻
講

義
』

の

名
が

あ

る

伝
本
に

は
四

種
が

知
ら
れ
て

い

る

が、

そ
の

元
と

な
る

の

は
、

浅
見
絅

斎
の

筆
録
本
で

あ
る

（
近

藤
啓

吾
「

『

神
代

巻
記
録
』

の

改
変
」 、

同

著

『

山

崎
闇
斎
の

研

究
』

神
道

史
学

会
、

　一

九

八
五

年）
。

本
講

義
で

は
、

「

天

人
唯
一
」

や
「

神
の

四

化
」

、
「

心

神
」

な
ど
の

垂
加

神
道
の

基

本
と

な
る

概
念
が
全
て

説
明
さ
れ
て

い

る
た
め

、

本
書
は

闇
斎
神
道
思

想
を

理

解
す
る
上
で

の

貴
重

資
料
で

あ
る

。

　

最

後
に
、

『

神
代
巻
風

葉
集
」

は、

闇
斎
の

神
代
巻
に

対
す
る
注

釈
書

で

あ

り
、

『

中

臣
祓
風

水
草
』

と

並
ん

で
、

垂
加
神
道
の

基

本
経
典
と

さ

れ
て

い

る
。

だ

が、

『

風

水
草
』

は

闇

斎
の

手
に

よ

っ

て

完
成

さ
れ
た
の

に
対
し
て
、

『

風
葉
集
」

は

未
完
成
の

ま
ま
闇

斎
が
没
し
た

。

首
巻
だ

け

が
闇
斎
生

前
の

編
纂
で

あ
る

が、

そ
の

全
体
の

完

成
は
そ
の

後
の

門
人
に

よ

ら

な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ

た
。

首
巻
を
除

く
本

文
は

、

最
初
に

若
林
強

斎
に

よ

っ

て

完
成
さ
れ
た

。

そ
の

後
、

ま
た
正
親
町

家
で
一

度
編

集
な
さ

れ
た

が、

途
中
で

断
絶
さ
れ

た
よ

う
で

あ
る

。

現

在
一

般
に

見
ら
れ
る

出

雲
路
家
本
は
、

最
後
に

玉

木
正
英
の

手
で

編

集
を

加
え
て

成
書
し
た
も
の

で

あ
る

（
近
藤
啓
吾
「

風
葉
集
の

完
成
と
若
林
強

斎
」

同

著
『

山

崎
闇
斎

の

研
究
』

神
道
思
想
学
会、

一

九
八
五

年
、

磯
前
順
一

「

新
発
見
さ
れ
た

山
崎
闇
斎
『

風
葉
集
』

」

（

磯
前
順
一
・

小
倉
慈
司
編

『

近
世
朝
廷
と
垂
加

神
道
」

ぺ

り
か

ん

社
、

二

〇

〇
五

年）
。

　
以
上

の

よ

う
に
行
わ
れ

た

闇
斎
の

神
代
巻
研
究
の

原
動

力
と

な
っ

た

の

は
、

神
代
巻
か

ら

日
本
の

真
の

道
を
見
出
そ

う
と

す
る
こ

と
で

あ
り、

ま

た

そ
れ

が

研
究
の

最
終
目
的
で

も
あ
っ

た
。
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